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４ 事務局職員紹介 
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８ 令和８年度男女共同参画推進委員会開催日程について 
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・あだち公的表現ガイド（新規委員のみ） 
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（審議経過） 

１ 開会挨拶 

（原田課長） 

 本日はお集まりいただきましてありがと

うございます。 

 まだ、皆様おそろいではないようなんで

すけれども、定刻になりましたので、令和

８年度第１回足立区男女共同参画推進委員

会を開催いたします。 

 本日はご多用のところ、足立区男女共同

参画推進委員会にご出席いただきまして誠

にありがとうございます。 

 私、今年４月より新たに多様性社会推進

課長になりました原田と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。私は事務局と

して会の運営のサポートをさせていただき

ますので、お願いいたします。 

 当委員会は、足立区男女共同参画推進委

員会規則の第４条に基づきまして、総委員

の半数以上の委員の出席がなければ会議を

開くことができないというふうになってお

ります。本日、今のところいらっしゃらな

いのは１名様で、半数以上は満たしており

ますので、当委員会が成立しておりますこ

とを報告させていただきます。 

 また、同規則第５条によりまして、当委

員会は公開することとなっておりまして、

会議録の作成が必要となっております。委

員の皆様のご発言につきましては、後ほど

ご発言内容を確認いただいた上で、ホーム

ページなどで公開いたします。議事録作成

のためにマイクを通して録音させていただ

きますので、恐れ入りますが、発言の前に

はお名前をおっしゃっていただければと思

います。 

 また、机の上に固定されたマイクは録音

用でございますので、ご発言の際はハンド

マイクに向かってお願いいたします。 

 また、本日は傍聴人の方は今のところお

見えになっていらっしゃらないので、もし

後ほどご参加されるようでしたら、皆さん

ご承知おきいただければと思います。 

 それでは、次第の１番、開会挨拶を地域

のちから推進部長の茂木よりさせていただ

きます。 

（茂木部長） 

 皆様、あらためましてこんにちは。簡単

に一言だけご挨拶申し上げます。 

 昨年は、皆様の活発な議論、ご意見いただ

いて、世論調査等事業のほうに反映してまい

りました。今年もぜひ、また皆さん活発なご

意見いただければと思います。 

 今日は１年間活動するための検討していく

テーマを選んでいく大事な審議になりますの

で、ぜひ皆様の忌憚のないご意見いただけれ

ばと思います。よろしくお願いいたします。 

（原田課長） 

 続きまして、お手元の資料の確認をさせて

いただきます。 

 １枚目が次第となっております。２枚目以

降が資料となっております。まず資料の１番、

第12期男女共同参画推進委員会の委員名簿で

ございます。資料２番、男女共同参画に関す

る区民意識調査の実施についてでございます。

資料３番が、そちらの区民意識調査の設問一

覧になっております。資料の４番目が、男女

共同参画社会推進条例をつけさせていただい

ております。資料の５番目が、第８次の足立

区男女共同参画行動計画の体系図でございま

す。資料６番、男女共同参画推進委員会の過

年度提言一覧でございます。その次が資料７

番、令和８年度の委託の講座の一覧表がつい

ております。資料８番、令和８年度男女共同

参画推進委員会講座評価・開催日程表となり

ます。 

 次に参考資料でございます。こちら新規委

様式第２号（第３条関係） 



2 

員の方のみにお配りしているものになるんで

すけれども、花柄の表紙の第８次足立区男女

共同参画行動計画がございます。そして、表

紙の下に街並みが書かれているイラストがあ

りますあだち公的表現ガイド、こちらの以上

２点をお配りしております。 

 また、皆さんにお配りしております、黄色

の冊子、令和７年度男女共同参画推進施策に

関する年次報告書、また当課のほうで実施し

ています委託講座のチラシ４枚を皆様にお配

りしているところです。 

 不足等ございませんでしょうか。 

 それでは、引き続きまして次第に沿って進

めさせていただきます。 

 

２ 新規委員委嘱状の交付 

（原田課長） 

 次第の２番、委員委嘱状の交付でございま

す。今年度２名の方が委員委嘱の対象となっ

ております。 

 １人目は、足立区議会議員の水野あゆみ様

でございます。水野様は一昨年度、本委員を

務めていただいておりまして、さの智恵子区

議会議員の後任としてあらためて委員をお願

いするものでございます。 

 お２人目は、中学校ＰＴＡ連合会の笠井健

様です。笠井様につきましては前年度からの

引き続きということになるんですけれども、

ＰＴＡ連合会におかれましては委員任期を１

年とさせていただいているところであらため

ての委嘱ということでございます。 

 それでは、委員の委嘱に移りたいと思いま

すので、恐れ入りますが水野委員と笠井委員、

前のほうまでお越しいただいてよろしいでし

ょうか。 

（茂木部長） 

 委嘱状、水野あゆみ様。 

 第12期足立区男女共同参画推進委員会委員

を委嘱します。任期令和８年７月13日から令

和９年３月31日まで、足立区長近藤やよい。 

 よろしくお願いします。 

 委嘱状、笠井健様。 

 以下同文です。 

 よろしくお願いします。 

 

３ 委員長挨拶及び各委員紹介 

（原田課長） 

 続きまして、委員長、委員の紹介になりま

す。 

 今年度は第12期の２年目の年となりますの

で、昨年度に引き続きまして、委員長には石

阪委員、副委員長には國府田委員に務めてい

ただきたいと思います。あらためてどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、石坂委員長よりご挨拶をお願い

いたします。 

（石阪委員長） 

 着座にて失礼いたします。 

 私もこれ長くやっていて、今これ見ると６

期目と書いてあるんですが、かなり長いこと

関わってきました。これ12期あるんですけれ

ども半分私が務めさせていただいた。この間

私、正直言って足立区はかなり男女共同参画

の分野前進してきた、様々な性の多様性の問

題も含めていろんなことをこの会議でお話を

してきましたけれども、そういった中で、こ

の会議は非常に出席率がいいです。過半数で

ぎりぎりということはあまりなくて、皆さん

かなり積極的、意欲的に出てきていただいて、

ご発言もいただくと、こういった会議ですの

で、今年もそういった会議の場として、ぜひ

皆さんから忌憚のないご意見をいただいて、

最終的には区長のほうに私のほうで報告をす

ると、こういったプロセスで進めてまいりた

いと思います。 

 今年度については区民の意識調査、こちら
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のほうもするということですから、もし間に

合えば年度内で意識調査の結果を皆様と一緒

に共有できればと、こういう機会を持てれば

と思います。 

 １年間になりますけれども、どうぞよろし

くお願いたします。 

（原田課長） 

 各委員の方の自己紹介も併せてお願いでき

ればと思います。お時間の都合上、各委員さ

ん30秒程度で短い時間となるんですけれども、

簡単に自己紹介をお願いできますでしょうか。 

（石阪委員長） 

 ほぼ留任ですので、どうしますか、省略し

ますか。 

 水野さんは２年前にいらっしゃった。どう

ですか、一言お名前。 

（原田課長） 

 それでは、新しく入られた水野委員だけ自

己紹介をお願いします。 

（石阪委員長） 

 水野委員、お願いします。 

（水野委員） 

 女性議員として、また子育てもしている立

場から、また皆さんのお声をしっかり反映で

きるように頑張ってまいりたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

４ 事務局職員紹介 

（石阪委員長） 

 それでは、今度事務局がかなりメンバーが

替わられたということですので、自己紹介な

のかな、紹介いただく形かな。 

（原田課長） 

 私のほうから、人事異動ございましたので

職員の紹介をさせていただきます。 

 まず、事業調整担当係長の常葉でございま

す。 

（常葉係長） 

 よろしくお願いいたします。 

（原田課長） 

 続きまして、男女共同参画推進係の主査の

藤原でございます。 

（藤原主査） 

 よろしくお願いします。 

（原田課長） 

 また昨年度に引き続きなんですけれども、

男女共同参画推進係長の渡辺でございます。 

（渡辺係長） 

 よろしくお願いします。 

（原田課長） 

 以上でございます。 

（石阪委員長） 

 ですので３名ですか、課長も含めて交代さ

れたということになります。 

 

５ 令和７年度男女共同参画推進委員会提 

言について 

（石阪委員長） 

 それでは提言について、次第の方ご覧いた

だいて、今の事務局職員紹介４までいきまし

たので、今度５番目、令和７年度男女共同参

画推進委員会提言について。これは昨年度末

ですね、私と國府田さんとで区長のところに

行って、皆さんのご意見、ご発言、これを区

長のほうに提言をしてきました。それをまと

めていただいたものがありますので、こちら

事務局からご紹介いただけますか。 

（原田課長） 

 ご説明させていただきます。 

 令和７年度の本委員会において意識調査及

びあだち公的表現ガイドにつきましてのご提

言をいただいております。 

 まず意識調査につきましては、お手元に配

付いたしました資料２及び資料３のとおり、

いただきました提言を踏まえまして、設問の

追加をさせていただいたりですとか、調査方
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法を改善してというところに着手いたしまし

て、またアドバイザーといたしまして石阪委

員長及び内藤委員にご意見をいただき、完成

に至ったものでございます。 

 また続きまして、あだち公的表現ガイドの

普及啓発というところにつきましては、庁内

で検討いたしまして、固定観念に基づいた表

現をしてしまう原因である性的な役割分業意

識ですとか、あとアンコンシャス・バイアス

というところの気づきを促す方向に力を入れ

ていきたいと思っております。 

 主には小中学校の出前講座を通じて啓発し

ていきたいと思っておりまして、その際に公

的表現ガイドの趣旨を学校側にご説明した上

で、お配りをしたいと思っております。 

 また出前講座実施に当たりまして、小中学

校の校長会にてアンコンシャス・バイアスの

出前講座もご案内させていただいております。 

 以上が令和７年度の提言に係るご報告でご

ざいます。 

（石阪委員長） 

 区長のほうにお話をしてきました。 

 １つ目の意識調査については、こちらに少

し設問ありますけど、皆さんのお手元の資料

に。私と今日多分この後いらっしゃると思い

ますけど、内藤さんとでかなり中身を見て、

修正するものは修正をして、ある程度経年的

な変化を見たいということで、あまり新規の

質問も増やしてもということで、その辺り調

整をしながら。これはもう調査の手続に入っ

ているんですかね。 

（渡辺係長） 

 はい。 

（石阪委員長） 

 業者とお話をして進めていただくと。皆さ

んからご意見いただいて、区の名前できちっ

と出して回収をすると。ここはしっかり区の

ほうにもお願いをしてきました。業者さんが

あくまで入っていると、これは何だという区

民の声もあるということですので、この辺り

も回収の方法ですね、こちらのほうも提言と

して伝えてまいりました。 

 それから表現ガイドについては、これ庁内

ではかなり皆さんお手元にあるということで

したが、例えば学校をはじめとして様々な外

への啓発、普及、こういったことも力を入れ

てほしいということは、区長もかなりこれに

ついては前向きで、やはりせっかくのものな

ので使えるところから使っていこうと。まず

民間の企業というよりは、区の様々な学校で

あったりとかそういうところ、この辺を中心

に啓発をしていきたいということでしたので、

先ほどお話ありましたとおり、まずは学校の

ほうでいろいろ啓発をやっていただくという

ことになりました。 

 何かここまででご質問はいかがでしょうか。

去年皆さん、この２点で主に議論いただきま

したけれども、どうぞ。 

（相澤委員） 

 この設問案というのはもうこれで決定とい

うことなんですかね。 

（石阪委員長） 

 これ決定のものを入れているんですか。 

（原田課長） 

 こちらでやらせていただきたいと思ってい

ます。 

（相澤委員） 

 メールでいただいていたので、さらっと家

で見ていて、設問の５がおかしいなと思って

いて、設問のほうでは「仕事されている方の

み」という設問なんですけれども、回答の選

択肢に「仕事をしていない」というものがあ

ります。 

（石阪委員長） 

 これは確かにおかしいですね。 

（相澤委員） 
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 以上です。 

（原田課長） 

 ありがとうございます。 

 まだ発送とかはしていないので、修正をさ

せていただきたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

（石阪委員長） 

 これは仕事をされている方のみ答えてくだ

さいということですので、本来これがなかっ

た場合、飛ばすということですね。これだと

ここにチェックをするということになるので。

もうこういうふうに書かれている場合は、こ

れは切ると。これはどちらというと形式的な

問題になっています。ありがとうございまし

た。 

 ほか何かよろしいでしょうか。お願いしま

す。 

（松村委員） 

 最初のところで、資料２のところの一番下

のところに、外国人や障がい者も含む多様な

属性の全区民から抽出するというふうになっ

ているんですけれども、多様性ということで

多様な属性、そこに外国人が入っていまして、

この設問が日本語になっている、それを外国

人が答える、その辺りの理解はどうなるのか。

ただ、ほかの市町村見ますと、それを全部訳

してということは分配されていないようです

ので、よろしいような気もするんですが、一

応そこだけクリアにお願いいたします。 

（原田課長） 

 ありがとうございます。 

 外国人の方に向けまして紙では全て日本語

になっているものをお送りするんですけれど

も、そこにＱＲコードをつけさせていただい

て、インターネット回答する際には、英語だ

けにはなってしまうんですけれども、英語で

回答できるような英語の質問票を今作成して

いるところでございます。 

（石阪委員長） 

 障がいのある方も何か配慮、例えばそれは

今のところないですね。目が見えない方とか、

そういうのは難しいと。 

（原田課長） 

 そうです。 

（石阪委員長） 

 外国の方は英語版があるということで、そ

ちらのほうに誘導いただくようなイメージで

すね。ですので、具体的な障がい、どんな障

がいかにもよるんですけれど、なるべく多く

の方に答えていただきたいという、そういう

思いですよね。 

（かねだ委員） 

 地域性が分かるような形でというお話をし

たんですけども、結局これはどんな形になる

んでしょうか。 

（原田課長） 

 ありがとうございます。 

 資料２の項番３の（２）番のところに簡単

に書かせていただいたんですけど、足立区を

５地域に分割しまして、地域ごとで偏りが出

ないような抽出の方法はしたいと思っており

ます。 

（石阪委員長） 

 やはりそれ以上細かくすると、個人が特定

されるとか、エリアごといろんな背景がある

ので、これは５地域に取りあえず分けるとい

う形、それより細かくするのはどうかという、

そのような配慮ですね。 

（かねだ委員） 

 ５地域って大体、千住、環７から上、下と

か、分からないけど。 

（原田課長） 

 大体はそうですが、人口がうまく分散する

ように多少の調整は入ります。 

（かねだ委員） 

 東西南北みたいな。 
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（原田課長） 

 おおむねはそんな形かなと思います。 

（石阪委員長） 

 分かりました。ありがとうございます。 

 ほかいかがですか。 

（水野委員） 

 これってこの字の大きさで発送されるんで

すか。 

（原田課長） 

 もっと大きくなります。 

（水野委員） 

 設問もこのＱ38問全部、44問あるんだ、全

部で。これも全部お答えいただく形なんです

か。 

（原田課長） 

 設問数はそうです。前回も40問と結構多く

設けさせていただいて、今回も同じぐらいに

なりますので。 

（石阪委員長） 

 これですね、だから同じぐらいの。 

（水野委員） 

 もしペラ１枚ぐらいだったらやろうかなと

思うけど、これ見ちゃうとちょっと意識が飛

んじゃうかなと思って、概要版とかそういう

ので答えやすくするような、そういう仕組み

もやったほうがいいんじゃないのかなという

のは思ったんですけど、今までこういうのっ

てやっていなかったんでしたっけ。回答率と

かどうなんですかね。 

（石阪委員長） 

 回答率は書いてありますね。 

（原田課長） 

 回答率ですと、前回は37.9％ですね。どう

してもなるべく設問は減らしたいというのは

もちろん我々もあった中で、ただ継続で見な

いといけないものでしたり、新しくというと

ころで同じぐらいにはなってしまうというと

ころなので、なるべく回答に悩まないという

か、ペンが止まらないような聞き方にはした

いなというところで表現等は工夫させていた

だいたところです。 

（水野委員） 

 じゃ、字はもう少し大きくしてくれるとい

うことで、分かりました。 

（内藤委員） 

 実際には44問答えるということじゃないで

すよね。選択肢によっては飛ばされるものも

ある。 

（石阪委員長） 

 該当なしという。 

（水野委員） 

 分かりました。 

（片野委員） 

 障がい者の視覚障がいの方に読み上げコー

ドとかつけないんですか。 

（原田課長） 

 現状は予定していないところです。 

（片野委員） 

 つけるの難しいんですか。 

（石阪委員長） 

 ほかの調査とかどうなんですか。 

（内藤委員） 

 つけていますよね、最近は。 

（石阪委員長） 

 最近はついている。 

（片野委員） 

 やっぱり障がい者も含む多様なと書いてあ

る。 

（茂木部長） 

 ほかの所管のアンケートとか確認して、で

きるようだったら検討します。 

（石阪委員長） 

 その辺り、ほかのを調べていただいて。 

 調査について、ほかはいかがでしょう。 

（笠井委員） 

 何かつけたら回答率上がるんじゃないです
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かという。 

（石阪委員長） 

 回答率上げるための。 

（笠井委員） 

 それは、どこかいっちゃったかな。 

（原田課長） 

 郵送でお送りするアンケート調査にボール

ペンを１本つけさせていただくので、それを

もって回答してくださったらいいなと思って

おります。 

（石阪委員長） 

 いろいろ出たんですけど、クオカードとか

出たんですけど、なかなかそれはということ

で。 

（内藤委員） 

 一応、経験では鉛筆１本でも多少変わると

言われています。日本人としては、何かもら

うとやらなきゃいけないという。 

（永田委員） 

 外国人もいるのでアマゾンか何かのギフト

はどうか。 

（原田課長） 

 いろいろ抽選で何かギフトをプレゼントで

すとかいろいろ検討したんですけれども、後

から何か渡ものは予算的に大きくかかってし

まうので、費用対効果でどうかというところ

と、あと統計の専門の職員が非常勤でいるん

ですけれども、相談したところ、最初に送る

時点で何か物も一緒に送るのが一番回答率が

いいというのは言われていて、ただあまり高

価なものを送るわけにはいかないですよねと

いうのを言われた中で、ボールペンというこ

とになりました。 

（永田委員） 

 ボールペンには何か印字とかされているん

ですか。 

（原田課長） 

 あまり色々入っていると使いづらさもある

ので、施設名は入れさせていただきたいと思

っています。男女参画プラザは入れさせてい

ただきたいと思っています。 

（茂木部長） 

 今の話ちょっとだけ補足すると、昨年うち

の部で多文化共生って外国人の世論調査とか

もやったときに、1,000円のアマゾンギフト券

をつけたんです。やっぱり中で話したときに、

それで回答率がそれほど上がらないし、答え

ただけで1,000円ってどうなのって、税金でと

いう声がやっぱりあったので、今回はボール

ペンで、調査の専門家に聞いたら、別にそれ

あげたからって、そんなさして変わらないと

いう意見だったので、今回、ボールペン最初

につけるという方向でいきたいというふうに

考えています。 

（石阪委員長） 

 そんな形でボールペンに今回はなったとい

うことですね。 

 あと若い人の回収率が低いというのが一つ

課題でしたので、今回の場合、追加抽出とい

うことで20代、30代の特に男性については、

ある程度ちょっと増えるような、そういった

追加の抽出をすると、ある程度世代間のバラ

ンスが取れるようにという配慮はされたと伺

っています。何とかこれで前回並みの回収率

を上げて若い人をちょっと足せば、それなり

の結果が得られるじゃないかということにな

りました。これ実際、今年度中ですね、実際

調査をするのは、皆さんのところに行くのは

何月ぐらいですか。 

（原田課長） 

 ８月中にはお送りしたいと思っていますの

で。 

（石阪委員長） 

 それぐらいに皆さんのお手元に調査票が届

くと。回収して何とか年度内に出てくればと

いうことですね、最初の結果が、速報値で構
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わないので。 

 ほか何かよろしいですか。調査関係、大丈

夫かな。どうぞ。 

（秋山委員） 

 44番に関して気になっていて、リプロダク

ティブヘルス＆ライツについて、この質問が

女性のことについてだけの質問でいいのかな

という気がしていて、この質問だけ読んじゃ

うと、子どもを産んだり、子どもを産むかど

うかとかの考えって女性が考えるものみたい

に質問全体として私は受け取っちゃって、そ

うじゃないんじゃないかなと感じるというか、

男性については、男性の健康について女性に

尋ねる設問とかはないんでしょうかというふ

うに思いました。 

（石阪委員長） 

 これは１つは経年的なものもあるのかな。

前回の調査と同じ形にはしていると思うんで

すけれども、男性のものは特に加えていない

んじゃないかと思うんですが。これ内藤さん、

どうですか、リプロダクティブヘルス＆ライ

ツ、普通は女性のというイメージで我々いま

したけれど。 

（内藤委員） 

 でも、例えば最近は国の更年期障害の調査

で一緒に男性の問題も聞いたりもしています

よね。だから、男性にも性別特有の問題があ

るということは言われていますけど、多分ま

だそこまでここで取るべきという段階ではな

いかもしれません。 

（石阪委員長） 

 まだ調査票で、ほかの自治体で多分あまり

男性の更年期の問題とか、その先の問題って

あまり入っていないような。 

（秋山委員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

（石阪委員長） 

 一応前回のを踏襲する形でつくっているの

で、もし男性のということがあるんでしたら、

今回設問数がどんどん増えてしまうようなこ

とになるので、またここで逆に議論するとい

うことでもいいかもしれない。そういうもの

を新たに計画の中に入れるとか、行動計画の

中でそういうものを議論する。 

（秋山委員） 

 ありがとうございます。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 ほか、よろしいですかね。 

 じゃ、こちらのほうはこれで。ある程度質

問の具体的な細かなことについては、業者さ

んがこれからまたチェックをして送付になる

と思うんですけれども。これで原則進めさせ

ていただきたいということです。 

 

６ 令和８年度検討事項について 

（石阪委員長） 

 それでは、次第でいうと次ですね、令和８

年度検討事項についてになります。 

 令和８年度の検討事項ですけれども、例年、

毎年２つ以上のテーマを設定をして、そのテ

ーマについて、より深く皆さんにご意見、ご

議論していただくと、こういう場をつくって

います。今年度については先ほどの２つにつ

いて区長に提言をしたわけですけど、今年度

の報告をどうするかということになりますが、

まずこれ課長のほうからご説明いただこうか

な、年次報告書についてです。 

（原田課長） 

 推進委員会で毎年２つ以上テーマについて

ご審議いただくというところで、提言として

年次報告書にまとめます。こちらは年度末に

区長へ提出しますというところも、今委員長

のおっしゃるとおりでございます。 

 今回のテーマ決めるに当たりまして、先ほ

ど話した資料６に直近５年分の提言内容をま
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とめておりますので、そちらご参考にいただ

きたいなと思っています。 

 今年度の推進委員会の進め方といたしまし

ては、本日に第１回の中で候補となるテーマ

を２つ選定いただきたいと思っておりまして、

そちらを第２回以降でご審議いただきたいな

というふうには考えております。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 お手元の資料をご覧いただくと、資料の５

ですかね、まず。足立区の行動計画のほうに

は、５つの柱と15の施策があります。原則で

すけども、15の施策の中からテーマを２つ選

んで、今年度についてはこれをやるというよ

うなことを毎年、年度の初めに決めていると、

こういう経緯がありますので、今日できれば

２つが難しければ最低１つは、今日のこの場

で決めていただきたいのが１つ我々の要望と

してはあるということ。 

 それから、過去はどんなテーマを実際議論

していたのかというのが資料６ですね。こち

らは前年度もそうですけれども、令和６年度、

そして５年度、４年度、３年度まで遡って示

していただいています。 

 過去を振り返ると、昨年取りあえず今お話

しましたけれども、その前の年令和６年度に

ついては、条例の改正の話ですね。それから

困難を抱える世帯等が安心して生活できる環

境づくりということで、こういったジェンダ

ー平等を意識した施策、この辺りが討論のテ

ーマになったということ。 

 それからさらに令和５年に遡ると、審議会

等の女性委員の数、これを増やす。それから

地域団体、町会・自治会の方々の例えばトッ

プは男性と性別が偏っていると、こういった

意見に対して、実際に解消に向けた動きがあ

るのかどうかを調べた。審議会の男女比率の

問題や、地域の話です。 

 それから令和４年度になると、これも孤立

防止、特に男性の60歳以上の孤立があるとい

うことで、この支援。それから性別役割分担

意識の変革ということで、あともう一つ、令

和４年は学校の制服の話がありましたね。実

際に制服とか、それから水着、様々な体操服

とかそういったものがどうなっているのかと

いう実態をということでご報告いただいて、

ほぼほぼ同じようなものになってきたという

ようなご報告いただいていたんですが、まだ

幾つか、当時は違うものがあったという報告

でした。 

 令和３年度、これは女性管理職や、それか

らアンコンシャス・バイアス、これ管理職の

方に実際、区の方に来ていただきました。女

性の課長さんより上の方だったかな。お話を

聞いてどんなご苦労があったのか。それから

もう一つは、条例の問題や、これでちょうど

性の多様性の問題がありましたので、アウテ

ィングの問題、それからＬＧＢＴＱの問題で、

ＬＧＢＴＱの場合は当事者の方にたしか実際

お越しいただいて、お話を聞いた経緯があり

ますので、毎年こういう形でヒアリングをし

たりとか、実際皆さんのご意見を伺うという

場を、大体テーマ２つぐらいにしてお話をし

てきたという経緯があります。 

 今日はぜひこういう話を、１期２年の２年

目ということになりますので、昨年は昨年の

テーマでやりましたから、今度新たなテーマ

で、何か皆さんが今、区の喫緊の課題として

あるもの、あるいはここで議論したほうがい

いもの、あるいは提言にまとめたいもの、こ

ういったものがありましたらご発言をいただ

ければと思います。 

 昨年の会議の議事録をいろいろ調べていた

だいて、実際に昨年度に、来年こういうこと

をやろうという意見があまり具体的なものは

なかったんですが、内藤さんからの意見とし
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ては、女性や子どもに対する暴力の根絶はど

うかというのが発言の中にあったり、男女共

同参画の視点における複合的な困難を抱える

方への支援、施策の12、こういった話が出た

り、あとはかねださんからは、防災・減災か

な、施策の８、こういった意見も出たような

んですが、具体的に皆さんとコンセンサスが

得られたということではなくて、発言の中に

そういう意見もありましたということになり

ますが、さて皆さん今、区の様々な課題を振

り返って、ぜひこういうことをテーマにして

いってはどうかというご意見があったらいた

だきたいんですが、柱としては15個、先ほど

あった施策の15、この中から選んでいただく

のが原則ということになります。いかがです

か。 

 あるいは皆さんのお手元にある令和７年度

のこういった資料を見ていただいて、やっぱ

り足立区はまだこの辺が課題だとか、この辺

が問題だということがあればぜひ。色々数字

も実際出ていて、実績値が下がっているもの

であったりとか、伸びていないものもたくさ

んありますので、この辺りが１つ課題かなと

思います。 

 本日できれば１つ、２ついただければと思

うんですが、どうでしょう。ご意見、ご質問

でも構わないですけれども、何かあれば。 

（笠井委員） 

ぱっと見て、気になるなというのは、最近

の中でそういった暴力沙汰というのはよく目

にする。女性や子どもがやっぱり狙われてい

ることが多いような気がして、それでどうし

ても７番に目がいっちゃったんですね。だか

らこれは議論すべき時期なのかなとふと思い

ました。 

（石阪委員長） 

 今、７番という意見が出ました。どうぞ。 

（水野委員） 

 この施策の中の15個の中から選ぶというこ

とですけれども、もう以前やったものも中に

入っているんですか。 

（石阪委員長） 

 入っています。 

（水野委員） 

 別に重複することはいいですか。 

（石阪委員長） 

 別に構わないですね。 

 例えば数年前に実際あったということであ

っても全然構わない。 

（水野委員） 

 私も個人的には、やはりカップルでの暴力

とか、あと結婚した後での家庭内でのそうい

う暴力とかハラスメント、そういうのも相談

があるので、大事だなと思います。それにつ

ながってやはり離婚をされる方、男女ともに

支援が必要な方、子どもを引き取って住むと

ころもないとか、仕事もできないという相談

もあるので、やはりこういったところも力を

入れていっていただきたいなというところ、

あともう一点が、高齢化で介護のことによっ

て仕事を辞めなければいけなかったり、辞め

ないまでもすごく生活が逼迫してしまってい

るという相談もある。 

（石阪委員長） 

 いわゆる介護離職みたいなイメージですね。 

（水野委員） 

 ですかね、そういったところで男女ともに

力をいれていただければいいのかなというの

が、私は２点か３点ですね。 

（石阪委員長） 

 笠井さんも暴力と言ったのは、いわゆる配

偶者間とか、いわゆるＤＶの件ですよね。 

 そういったお二方からご意見ありました。 

（ぬかが委員） 

 今の７番の暴力、虐待も本当そうだなって

思う件は確かにあって、足立区で言うと、虐



11 

待対策は「こども家庭支援センターげん

き」が所管していて、そして今、児童相談所

が各自治体につくれるようになった中で、足

立区の児童相談所って、荒川区と足立区両方

を所管していたんだけれども、荒川区が単独

でつくったので、事実上都立の児童相談所は

足立区の１体制みたいになっている中で、連

携を強めて虐待対策とか要対協、いわゆるそ

ういう子どもたちの対策の協議会つくったり

してやっているので、そういう実態なんかも

聞きながら、足立の中で特に困難を抱えてい

るところで本当に虐待、私はＤＶとかもある

んだけど、やっぱり虐待に近いような通報増

え続けていますし、やっぱりその辺も子ども

なんだけれども、母親とか親も関わってくる、

本当につらい思いをしている方もたくさんい

るので、そこはいいんじゃないかなというふ

うに、もしこれ具体化するとすれば、そうい

う「こども家庭支援センターげんき」とか要

対協とか、その辺の関係もしくは児童養護施

設も足立区内にあるので、非常に協力的なの

で、そういうところや児童相談所、都立だけ

れども協力関係あるからいろいろ話が聞ける

んじゃないかというふうに思いました。 

 それが１つと、あと私自身で問題意識とし

て思ったのが、番号でいうと10とか14に関わ

ってくるのかなと思ったんですけど、この前

も女団連の講演とかあれも聞いたり、この間

いろいろ言われているのが今、いわゆる団塊

ジュニアと言われる世代が人口構成比として

は非常に多くて、団塊ジュニアの世代という

のがいわゆる就職氷河期世代で、そういう人

たちがすごく多くて、そういう中で、東京ど

こでも共通しているんだけれども、区の職員

でいうと、正規の職員ではなくて会計年度任

用職員、非正規雇用の職員が半数近くを占め

ている、足立区もそれは同様で、そういう中

でその実態というのは圧倒的に女性なわけで

すよ。ケアワーカーの問題もそうだけれども、

やっぱりそこが女性がなかなか働いても安定

した収入が得られないという、そういう状況

になっている実態が非常に多くて、その辺の

ところをいろいろ議論したり数字見ていくと

いうのもいいのかなと思いました。 

（石阪委員長） 

 働き方の問題。庁内でいうと、会計年度。 

（ぬかが委員） 

 庁内でいうと会計年度だし、全体で言えば

就職氷河期世代の部分がこれから中心、高齢

化していく中で、いろんな課題を抱えるよう

になると。そうするとそこでいろいろさっき

の介護の話じゃないけど、苦労する部分が出

てくるということです。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

（相澤委員） 

 今お話いただいたのとものすごく近しくて、

私も課題感として、子どもとか若者とかが学

校を出て企業に就職していきます。入口が非

正規から入っちゃうと、もう抜け出せない感

じになって、そこから転職したとしてもやっ

ぱり非正規から非正規という感じになってし

まうのがほぼほぼだと思っています。イコー

ルそこが貧困源みたいな話になっていくんだ

と思うんですけれども、そうなったときの支

える体制というか、ファミリーキャリアとい

うんですかね。その人の家族がどのように支

えるかもそうだし、地域がどのように支える

かみたいなところって、地域もそうだし、企

業もそうだと思うんですけど、そのキャリア

に入った人をどのようにサポートできるかと

いうのはものすごく重要なテーマだなという

ふうに思っていて、そこについて、これで言

うと１番とか５番とか11とかなのかなとも思

いましたけど、貧困のところは若年層の非正

規雇用みたいなところもあるので、子どもも
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ターゲットに入れてもいいのかなとか思いま

した。 

 以上です。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

（かねだ委員） 

 前回、防災・減災ということも非常に大事

なことかなと思って、また男性女性でまたそ

れぞれの視点があるのかなというのは、私も

消防団とか入っていて、女性消防団の方とお

話ししていても感じるところなので、その辺

の意識って非常にいろいろ聞いてみたいなと

いうとこがあってお話したんですけど、それ

ともう一点は、これ前回からお話出ているん

ですけど、審議会でこうやって全体的に足立

区に普及啓発していくということも大事なん

ですけれども、これもっともっと広げていこ

うというと、どうしても避けて通れないのが

やはり地域でどうやってこれを普及していっ

てもらうか、意識していってもらうかという

非常に大事なことだと思うんですね。いつも

町会さんの話とか出て、なかなか難しいねで

終わってしまうんですけど、そういった意味

では、ちょうど施策の６番ところにある地域

における男女共同参画の推進というのをどう

やって考えていくのかというのは、やはりき

ちっと考えていかないと、大事な問題なのか

なというふうに、難しいですけど、思います。

どうやってやったらいいんだろうということ

ですね、議論していくのが大事かなと思いま

した。 

（石阪委員長） 

 今、防災のお話と、それから地域ですね。

町会・自治会の中での男女共同参画、こうい

ったテーマも出ました。 

 ほかどうでしょう、皆さん。片野さん。 

（片野委員） 

 今、町会の話が出ましたけど、今、私、女

性部に入って頑張っております。みんなでイ

ンスタグラムで言いなよと言われるぐらい面

白い話が続出しているんですけど、今、町会

も変わらなくちゃいけないということで、今

ちょうどお祭りの準備をしているんですね。

お祭りの準備していたところで、女性部と公

共部というところが一緒にやるんですけど、

公共部は全員男性なんです。そして女性部と

一緒にやらなくちゃいけないといって、最後

にこの間打合せのときに、やっぱり女性がい

ないと駄目だねって言ったんですよ。だから、

そういう実地体験を出して変えていくという

のも一つかなと。私たちはこう変わりました

みたいに。そういうことをしていって、やっ

ていくということ。私もかねだ委員と同じで、

防災・減災については非常に危機感持ってい

まして、防災士でもあるということもあるん

ですが、実際災害対策課も一生懸命やってい

るし、男女のほうも一生懸命やっているんで

すけど、なかなか町会さんのほうで災対のほ

うが女性のリーダーを出してください、会議

に出してくださいと言っているのに、名前書

いてこなかったりとか。自分たちが女性を申

請して女性防災士にしている人を入れてこな

い。そういう現実があって、ここのところを

何とか突破しないとなかなか変えられないな

というのはすごくあるんですね。女性防災士

を増やしただけじゃ駄目で、やっぱり根底に

女性が関わることが大事だというようなこと

に一歩踏み込んでもらわないと駄目だし、実

際、私の避難所は３人女性防災士がいるとい

う大変恵まれて、半数が女性なので。そうす

ると女性の意見は大事だってなるんですよ。

なので、いないところにいさせることの、つ

くることの第一歩、これをどうにかする方法

はないかなということをぜひここに、この頃

地震も多いので、やはり考えていただければ

なというふうに。それはもちろん町会の男女
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の在り方、リーダーの在り方にも関わってく

るという形なので、ぜひ３番の中の防災・減

災の取組ということをやれば、絶対町会の問

題の男女比の問題もつながってくると思いま

すので、そこのところを１つ入れていただき

たいなと思っています。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

（永田委員） 

 うちは介護の会社を経営しているんですけ

ども、さっき就業のお話がありまして、介護

に限って言えば、結構女性が主流となって頑

張っている業界でして、うちの会社も７割、

８割が女性で、男性のほうが介護合わない方、

どちらかというと多いので、すごく女性が活

躍しているんですけども、その中でもただ、

最近もそうなんですけど、子どもが不登校に

なったりとか、シングルマザーというだけで

はなくて、やっぱり子どもが不登校だったり、

障がいがあったり、発達障がいがあったり、

様々な状況を抱えながら働いている方がいっ

ぱいいらっしゃって、そういう方たちへのサ

ポートというか、うちは柔軟にできる限り調

整して雇っているんですけども、どうしても

離職になったりすることもありますし、そう

いった方たちへの状況、どんな状況かとか、

あるいはサポートとか、そういったこともテ

ーマとするのも一つありなのかなというふう

には思いました。 

 以上です。 

（石阪委員長） 

 それでは引き続き、お願いします。 

（松村委員） 

 先ほどの秋山さんがおっしゃっていたリプ

ロダクティブヘルス・ライツとか、あとこの

会の趣旨もそうですけど、男女参画とか多様

性とか、あとアンコンシャスバイアスとか草

の根で考えたらこれを全部理解している人っ

てまずいないと思うんですね。ぼんやりでも

分かる人がいれば、それはもう100点だなと私

は思うぐらいで、まずそれをプロモーション

して皆さんに草の根レベルで浸透させるには

何がいいのかなと思うと、女性の乳がんじゃ

ないですけど、ピンクリボンとかそういう啓

発じゃないけれども、理解した人を先ほどリ

ーダーがないとかっておっしゃっていました

けども、リーダーとして目立つようにして可

視化して、こういう問題をみんなが抱えてい

て共有しなければいけない社会なんだという

ふうに、もうちょっとプロモーション的に視

覚的に与えられることがあればというような

気がします。それでまたピンクリボンみたい

なもので募金みたいなものがもしあれば、そ

れがまた貧困家庭の足しになるように、その

資金をまた回せるような形、そんな仕組みづ

くりがあればまたいいのじゃないかなって思

ったりもしています。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 ほかの皆さん、ご意見いかがでしょうか。 

（秋山委員） 

 私は皆さんと全然違う視点の話なんですけ

ど、男女共同参画ではいろいろ女性の性別役

割分担、育児とか介護とかいうテーマが大き

いんですけど、私はＳＮＳ見ていると、若い

人たちの考え方、若い人たちはまだ介護とか

育児とか何とかしていないわけですけど、若

い人例えば女性だと自分の性的魅力を売りに

して、それでＳＮＳで投げ銭とかいうお金を

もらったり、男性もそれに似たようなことし

て、結構若い人の間で、自分が女だ、自分が

男だというのを売りにして対立が深まってい

るような気が私はすごいしていて、その価値

観が私たち世代とはだいぶ違うような気がし

ているので、そういう若い方たちの男女のそ

れぞれのどういうふうに捉えているのかとい
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うのを私は学びたいなと思っています。 

 だから今の若い方たちが結婚して子どもを

産み育てて、自分が親の介護する世代になっ

たとき、どういうふうに考えるのかなという

のはすごく興味があります。 

 私が思っているのは１つ目がそれで、２つ

目は、男女共同行動計画の７番の女性や子ど

もに対する暴力の根絶のところにつながって

いくんですけど、何でこういうことを男性が

するのかという男性の心理というのをすごい

知りたいなと私は思っていて、やっちゃ駄目

だからやめましょうなんていうよりも、何で

やっちゃうのかというその理由をみんなで学

んで、それぞれの人たちが俺にもそういうと

ころあるなというふうに自分にフィードバッ

クしたとき初めて抑止になるのかなとか思う

ので、私は暴力を振るっちゃう、支配しちゃ

う男の人のことについて知りたいと思います。 

 すみません、この２つ。私は２つはやりた

いです。 

（石阪委員長） 

 １つ目はむしろ若い方の意見を聞いてみた

いという感じかな、そうすると。逆に言えば、

我々世代、若い人誰もいないので、そういう

意味では10代の人とか20代の人が我々がよか

れと思ってやっていることが彼らにとっては

むしろそれが邪魔になるとか、方向性ベクト

ルが違うよって言われることは往々にしてあ

り得る。 

（秋山委員） 

 私たちの若い頃って性を売りにする人って

すごくごく一部の人だったんですけど、今は

ＳＮＳを通じて誰でも自分の性的魅力をアピ

ールしてという価値観がすごい広がっている

気がします。 

（石阪委員長） 

 これはなかなか語ってくれないと思うんだ

よな、僕は、仮に来ても、そういうところで

あると。 

（秋山委員） 

 そうすると、女を利用している部分につい

て攻撃を受けたりして、結構だから小さいい

さかいが増えている気がするんですよね。そ

ういう小さいいさかいがあるからこそ、女性

専用車両はけしからんとかいう人がいっぱい

現れたりとか、逆にそういうちっちゃな火種

が増えているように私は感じているんです。 

（内藤委員） 

 ありがとうございます。 

 松村さんもさっきおっしゃったし、あと秋

山さんもさっきアンケートの質問でリプロダ

クティブヘルス・ライツのことをおっしゃっ

ていて、今の話もそれに通じる話だと思うん

です。今、ＳＲＨＲといって、このリプロダ

クティブヘルス・ライツはかなり若い人が運

動したりされているし、若い人を中心とした

ＮＧＯ団体とかがだいぶ啓発をしたりしてい

ますよね。区によっては結構啓発事業やって、

文京区なんかはそういう団体と一緒に啓発事

業を進めていたりするので、今の話題にも秋

山さんおっしゃった話題、性的な話題にも関

わるし、そういったことをやれたらいいなと

いうことを念頭に話を聞いてみるとか。 

（石阪委員長） 

 どこで聞きますか。 

（内藤委員） 

 若い人に。若い人にっておっしゃっていた

から。そういう団体は大体若い人たちなので。 

（石阪委員長） 

 団体の人。 

（内藤委員） 

 そうそう、団体ですね。学ぶとすればです

ね。そういう人たちはいろんな若い世代の性

的な問題もクリアした上でそういう運動され

ていると思うので、いろいろ若い人の声が聞

こえる、さっきの問題関心等含めて聞けるの
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かなって思ったというところですね。 

 もちろん担当課はこれまでどれぐらいこう

いうことについて取り組んできたのかという

ことを聞いてみたいというのも、ここで足立

区としてはあります。 

 あとついでにいいですか。いろんな意見が

出てすごい参考になりました。ここの会で、

ここの委員会でずっと町会にどう取り組むか

という町会の変革に取り組んできたわけです

けれども、片野さんからまたチャレンジング

なお話があって、やっぱり災害対策というの

は誰にもピンとくるものが本当に災害が多い

からあるので、やっぱり防災・減災という観

点で、男女共同参画というか、男女性別役割

というものを考え直さなきゃいけないんじゃ

ないかって、町会に対して変革を迫れるカー

ドなんじゃないかというふうに思います。も

ちろん変革すれば、それが防災・減災にもつ

ながるしということで、いいことが複数ある

ということなので、片野さんがおっしゃった

ように、気づきから好転化があるところがあ

れば、それは共有できたらすごいいいですよ

ね。そういうふうにどう仕掛けるかというこ

とも知りたいですし、どうその一歩、誰もい

ないところはどうしたらいいのかということ

のヒントも得られたらいいのかなというふう

に思いました。 

 あと暴力の話、女性や子どもに対する暴力

の話ですけど、秋山さんから何で加害してし

まうのかというところが重要じゃないかって

お話あって、確かに駄目だ駄目だと言っても

繰り返す人がいるし、そこの行為者、加害者

がどうしてそれをしてしまうのかとか、加害

者更生というのはどうできるのかとか、そう

いうのは少し学んでもいいのかなと。専門家

もいてこの間、私も斉藤章佳さん、有名な男

性の暴力の加害者更生プログラムをやってい

る精神保健福祉士の人の話をまた聞きました

けど、やはり男性は支配する側だという、性

別役割と無縁ではないというか、そういうこ

とも絡んでいるようなので、面白い視点かな

というふうに思いました。ありがとうござい

ます。 

（石阪委員長） 

 恐らくそこまで踏み込むと結構大変なのか

なというより、こういった委員会のレベルを

超えてしまって、逆にこれ専門家たちがそう

いうところで議論するのはいいと思うんです

けど、恐らく子どもや女性を守るという、そ

のための仕組みであったりとか制度、これを

考えるのは恐らくこの委員会だとすれば、こ

れもし仮に７番、皆さん比較的多かったです

ね、暴力に対して、区としてどんな支援をし

ているのか、あるいはどこの支援が足りない

のか、こういったことを皆さんからご議論い

ただくというのは非常に建設的かなというふ

うに思いますので、数を踏まえると７とか、

それから困難を抱える11とかですかね。この

辺り１つ、特に困難を抱える女性が子育てし

ていく上での様々な問題ですね。それからあ

とは暴力、特に配偶者間というよりは、どち

らかと子どもに対する暴力をどうやって防ぐ

のか、またそれを可視化させて、それをどう

やって更生させていくのかというようなとこ

ろ、これが我々の提言としては１つできるこ

とかなと。これは笠井さんおっしゃるように

大事なところなので、ほかの方々も結構この

辺は比較的関心の高いテーマ、子どもをどう

守るかみたいなところですね。親子間ではな

かなかそれが無理となると、周りがどうこれ

支えるかですけど、近年大きな問題になって

いるのは児相とそれから関係団体との連携が

うまくいっていないとか、東京都と足立区の

管轄の違いというのもあるんですけど、実際

どういうふうな連携の仕組みがあるのかとか

我々あまり分からないところも多いので、そ
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の辺りは聞いてみたいという気がします。こ

ういう事案が発生したときにどういうふうに

対処しているのかとか、ぬかがさん多分その

辺は分かると思うんですけど、我々はあまり

そういうの分からないですね、実際発生した

ときにどこがまず対応してとか。だから、こ

の辺りを伺ってみたいという。 

（内藤委員） 

 11関連で貧困という話が出て、それで就業

の話も出て、非正規みたいな話も出て、だか

ら５というのはやや正規職の正社員的なワー

ク・ライフ・バランスみたいな印象があるん

ですけど、より貧困対策としての就業支援み

たいな、11寄りの５というんですか。11とか

10寄りの５という感じの観点も含めて支援と

考えていくと。 

（石阪委員長） 

 これただ担当課ってどこんなるんですかね、

これで言うと。困難を抱える女性の就労支援

みたいなところ。具体的にないのかな。 

（茂木部長） 

 産業ではないですよね。 

（ぬかが委員） 

 産業の中にそういう視点がないですね。 

（茂木部長） 

 ないですね。 

（石阪委員長） 

 福祉のほう。 

（茂木部長） 

 仕事と相談窓口って福祉部にそういう系

の相談窓口はあるんですが。 

（かねだ委員） 

 窓口がないもんね。東京都のほうにみんな

相談をするように。 

（石阪委員長） 

 マザーズハローワーク。 

（内藤委員） 

 マザーズハローワークの笹さんは誰とつ

ながっているんですか、担当課は。 

（原田課長） 

 マザーズハローワークはうちのほうでつ

ながりはあります。 

（渡辺係長） 

 今日は欠席ですけど、委員さんで笹委員。 

（石阪委員長） 

 笹委員、いないので。だからそう考えると、

もっと言うと足立区何もやっていないのかも

しれない、場合によって。具体的にできない、

そういう窓口がないので。 

（ぬかが委員） 

 エアポケットみたいになっていて、就労支

援とか就労は産業のほうであって、福祉のほ

うで介護の仕事支援とか就業サポート支援と

か、いろんな分野があるんだけど、じゃ、困

難を抱える女性のって、前は一時期産業であ

った時代があったんですよ。 

（茂木部長） 

 昔ありましたね。 

（ぬかが委員） 

 でも今なくなって。 

（茂木部長） 

 どちらかというと縦割りになって、生活保

護の人が就労で相談あればケースワーカーで

やって、障がいの方で就労の相談あると障が

い分野のセクションがやってって、どちらか

というと縦割りになっている感じですかね。 

（市川委員） 

 福祉まるごと相談課はそれはどうなんです

か。 

（茂木部長） 

 福祉まるごと相談課行くと、あそこが一義

的に受け付けて、それから関係所管に振ると

いう形になるので。 

（市川委員） 

 縦割りを横にする。 

（茂木部長） 



17 

 そうですね。 

（内藤委員） 

 それを横串で指しているのがこの担当です。 

（茂木部長） 

 そうです。 

（内藤委員） 

 そういう意味でいうと、男女の計画は困難

な問題を抱える女性への支援法の関連計画を

兼ねているんですよね。だから我々は男女共

同参画だけをやっているかのように見えて、

いろいろな計画を兼ねているんですね、この

計画は。だから、いろいろ入れていただいて

いるところなので、視点を男女共同参画じゃ

ないんじゃないかという感じがすると思うん

ですけど、やっぱりそういうほうも見ながら、

そこが求めていることも含めて考えていく必

要がきっとあるんですね、この委員会として。 

（ぬかが委員） 

 あとシングルマザーになると親子支援課、

だから全部が縦で。 

（かねだ委員） 

 就労支援といっても、区が直接企業を紹介

するわけではない。 

（茂木部長） 

 それは当然国です。ハローワークになりま

す。 

（かねだ委員） 

 国になっちゃうので、結局具体的なことに

なっちゃうと、ほかのところになっちゃうん

ですよね。 

（ぬかが委員） 

 でも、お仕事探しを手伝って、そしてそこ

に結びつくというのは。 

（石阪委員長） 

 就労支援というのは自治体が結構できる。 

（ぬかが委員） 

 紹介はできないけど。 

（石阪委員長） 

 という話もあったので、エアポケットみた

いな形になっているところでもある。ただ、

計画上はこれ例えば11困難を抱える、特に女

性が安心して、これで言うと就労できるよう

な環境をつくっていくというのは区の課題で

もありますから、これは１つ、この５番の先

ほどの女性や子どもに対する暴力の根絶を重

ねる形で１つテーマとして取り上げてもいい

かなという。ただ、究極的にやっぱり子ども

を守っていくための体制づくりであったりと

か、暴力をなくすための様々な支援と併せて、

困難を抱える女性たちの就労であったりとか

生活の安定、これが１つ目のテーマというこ

とにしましょうか、そしたら。複合的で幅広

いですけれども。皆さんの中では公約数をま

とめると、それになるかなと。かなり難しい

テーマですね。だから、どういう方にお越し

をいただくかとか、どなたのお話を聞くかと

いうところはまた皆さんとご相談させてもら

って、担当課のほうにもこの辺は後ほどどん

なヒアリングをしたらいいかとか、どなたに

お願いしたらいいかとは調整をしていきたい

と思っています。 

 何かもし、ここで聞いてみたいとかあれば、

このテーマで。先ほどぬかがさんが言われた

ように支援の方、あそこは聞いてもいいかも

しれないですね。 

（ぬかが委員） 

 子どものほうでいうと、私なんかはぜひ児

童養護施設は足立区と直結しているし、足立

区の一時保護も受け付けているし、いろんな

一応民間団体なんですけど、すごく協力関係

にあるから、いろいろ自由に。 

（石阪委員長） 

 お話をいただける。 

（ぬかが委員） 

 縛りも少ないというか。 

（石阪委員長） 
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 そうすると、現状は分かりますね、大体ど

んなご相談があるか。 

（ぬかが委員） 

 児相もいいし、区の「こども家庭支援セン

ターげんき」もいいけど、行政機関がしゃべ

るのと、現場でやっているところがやってい

るのと、また違うような気がするので、それ

はすごくいいんじゃないかという気がするん

です、実態も分かるし。 

（石阪委員長） 

 この辺り子どもに実際関わってらっしゃる

方、民間それから都と区とそれぞれあるんで

すけれど、この辺りまた担当課のほうで調整

してという。 

 それから、もう一つ就労に関しては、マザ

ーズハローワークも一つですけれども、どう

でしょうかね、ほか、困難か、笹さんに来て

もらって話してもらえばそれで済むのかもし

れないけど。 

（片野委員） 

 就労支援やっているところで複合的な総合

支援というのが多分あったと思うんですよね。

生保と生保から脱したり行ったり来たりする

人たちを支援するというのをたしか区の施策

でやって、そのプロポーザルに出たような気

がするんですけど、なので、もしあれでした

らそういうところに行っている、そういう方

たちがどういうふうな支援を受けて、どうい

うふうに就労していったのかとか、また就労

後できなくなって戻ってきたのかとかそうい

うケースをお話しいただけると、何かそこか

ら見えてくるものがあるのかなという。 

（石阪委員長） 

 多分支援者とか支援団体のほうがいろいろ

実態は御存じだと思うので。 

（ぬかが委員） 

 足立区ではパソナに委託して、それで、区

の施設は別の場所で千住で、前は生活保護の

と、そうじゃないのと別だったんですけど、

同じ担い手になってやるようになったんです。

だから、結構いい取組していて、私は見学に

行ったこともあるんですけど、就労に至った

人からすごい感謝のメッセージがたくさんあ

って、寄り添い形で、やっぱりいろいろ困難

抱えているから支援してって、若い人が多い

んです。若い人っていわゆる就労できたほう

も。 

（石阪委員長） 

 恐らく若者就労支援というとまたサポート

ステーションとか、また別の組織が多分ある

と思うんですよね。ただこれで言うと、困難

を抱える女性の支援というような切り口で。 

（片野委員） 

 あとは私が思いついたのは、自分が関係し

ているからかもしれないんですけど、母子支

援施設。母子支援施設の方に、区内にありま

すので、ポルテあすなろって。 

（石阪委員長） 

 それは就労も関わっていらっしゃる。 

（片野委員） 

 多分そう。生活支援しているんですよ。要

するに、生計が成り立たなくなっちゃって、

実際にどうやってお金を使って生活していく

かみたいなことを団体生活をしながら教えて

いくみたいな。ですから、そこに来た人とか

は皆さん、困難抱えている女性限定の施設な

ので、そういうところでお話聞いてもいいの

かなというふうに。 

（ぬかが委員） 

 支援施設はいいよね、ふだん聞けないしね。 

（石阪委員長） 

 １つ目のテーマについては、ではそのよう

な形でいきましょうか。ちょっと複合的なテ

ーマになりましたけれども、困難を抱える女

性の支援という広いくくりの中で、例えば子

どもの虐待、暴力をどう防ぐかという視点。
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それから、困難を抱える女性が就労に向けた

様々努力をしている中で、そういった方々を

支援する、そういう組織についてお話を伺っ

てみると。簡単に言えば、女性の自立支援と

いうことになるのかな。そういったくくりの

中で７と11ですね。 

 もう一つですけど、これはかなり分かれま

したね、リプロダクティブヘルス・ライツの

問題も出ましたし、それから防災の話も出ま

した。それから若者の話を聞いてみたいとい

う意見も出ましたし、それから介護の問題も

ありましたし、いろいろありましたけれども、

いかがでしょうか。何か難しいですね。足立

区として何か先鋭的な先進的な取組をしてい

るところも１つ聞いてみたいという気はする

んですが、ないのかなというのは、そういう

のは逆に。課題というよりは、実は足立はこ

んなほかにはない、区の取組としてこんなこ

とやっていますという。部長難しい、ない。 

（茂木部長） 

 ほかの自治体よりもということですよね。 

（石阪委員長） 

 だから、逆に言えばＰＲになるわけですよ

ね、足立区としてみると。そういうものを逆

にむしろよりブラッシュアップして。 

（茂木部長） 

 そういった意味でいくと、どれだけ進んで

いるかは別にして、ほかの自治体よりも防災

についてはかなり力入れてはやっていますか

ね。多分周辺の自治体よりも、予算にしても

労力にしても、聞いている限りだとかなりや

っていると思います。 

 私、前任が危機管理部長で、ほかの区の状

況とかも、災害のときにいろいろ連絡も取っ

たり、ふだんも打合せとかほかの区と取った

りするんですが、防災面については熱量が高

く足立区が取り組んでいる印象ですね。 

（石阪委員長） 

 あとは防災という中で、いわゆる男女であ

ったりジェンダーの視点ですよね。これをど

れだけ取り入れているかと。ここで議論する

からには、単に防災の取組ではなくて、そう

いった問題として扱わないといけない。内藤

さんもそういう意味でしたね、先ほどの話は。 

（茂木部長） 

 ただ、ジェンダーの取組という防災の視点

でいくと、やっぱり足立区が特別進んでいる

かと言われると、そういった印象は正直言っ

て防災面ではなかったというのが正直なとこ

ろです。 

（石阪委員長） 

 例えば女性防災士の数だったり、女性消防

団の人数とか、あとは避難所運営の際の女性

の意見の反映の度合いと、この辺りは別に特

に突出しているわけではない。 

（茂木部長） 

 取組としては、ほかの自治体はやっていな

くて足立区はそこを推し進めてはいるんです

が、だけど片野さんが先ほどちょっとお話し

していましたけども、じゃ、数的に圧倒的に

確保できているとか、やっぱりすごくやって

いるところとやっていないところの温度差が

大きかったりして、そこについては明らかに

よそよりも確実にすごく進んでいるという印

象は正直なかったです。 

（片野委員） 

 私、国立女性会館の女性防災士セミナーと

か出たときに全国の方とお話ししたんですけ

ど、足立区むちゃくちゃ進んでいるなと思い

ました。避難所運営訓練とかをこんなに一生

懸命やっているところがなかった、お話しし

たときに。だから、やっぱり地方、23区の中

でも多分一生懸命やっているほうですし、ど

こかの区なんか23区の東京都のそういう研修

を受けたときはほかの区の人が、うちはどこ

の避難所かもどうやって知らせるかも分かっ
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ていないよと言われました。 

 なので、23区でも進んでいるし、全国でも

進んでいるんだなって、力を入れているんだ

なって、確かにそれは。多分防災士の数もた

しか多かったと思うし、足立区、男女比は別

として。 

（石阪委員長） 

 こういった話も出ましたれけど、ただ１つ、

この問題をやはり議論するとなると、僕はど

うしても地域とは切り離せないなと。先ほど

言ったように、町会・自治会の問題、特に自

主防災組織であったりとか、そういうところ

と切り離せないので、ちょっと荷が重いなと

今思いながら話しているんですけれど。 

（内藤委員） 

 過去のアンケートで全然人数が足りていな

いよ、多様性がないよみたいなデータは出て

いないんでしたっけ。 

（石阪委員長） 

 ありますか、そのようなデータが。 

（内藤委員） 

 足立区の。防災入れていましたっけ。 

（石阪委員長） 

 難しいのは令和３年だったかな。１回町

会・自治会の女性の方にお集まりをいただい

てお話を伺ったことが実際あったんですけれ

ど、そのときは、これ議事録に残すかどうか

別ですけれども、女性部というんですかね、

婦人部、それはそれで、むしろ自分たちは非

常に今の体制に満足感が高いと。婦人部を解

散したりとか、男女平等で進めるということ

がむしろストレスになるような、そういうご

発言もいただきましたので、我々としてはも

う何も言い返せなくなってしまったという経

緯がありました。 

 つまり、本来の男女平等進めていく上では、

女性部であったりとか男性だけの部というの

も当時あったんでしたかね。 

（片野委員） 

 今、多分そこからだいぶたっているので、

今もう女性部だけで成り立たなくなってきて

いるのも事実なんです、新しい人が入ってこ

なくて。 

（石阪委員長） 

 じゃ、変わってはきているんですか。 

（片野委員） 

 少し変わっている。今ちょうど過渡期だと

いうことが女性部の部長からも聞こえていま

すし、あんたたちの世代になったら女性部な

くしなさいって言われているので。 

（石阪委員長） 

 そうですね。一応任意団体ですから、区の

組織じゃなくて、我々のほうからこうすべき

だとなかなか言いづらかったです。 

（かねだ委員） 

 例えばですけど、今、片野さんから災害時

の避難所運営訓練という話、避難所運営本部

を中心に避難していただこうという考え方が

もちろん足立区の考え方なんですね。役所の

方が避難所の鍵を開けられるかといったら開

けられないですから、あくまで地域でやって

いただこうと。その地域の避難所運営本部っ

てどうやってできているかというと、地域の

町会長さん中心にできているわけですね。そ

うすると、本部長を中心に副本部長さんは多

分、部長やっておられましたから分かると思

いますが、ほとんど男性ですよ。 

（石阪委員長） 

 本来はそこに女性が入る仕組みや組織の変

革というのをしていかなきゃいけないんです

けど。 

（かねだ委員） 

 そうしないと、なかなか男性では気がつか

ない避難所の運営になってしまうんじゃない

かなという。思っています。運営本部だけを

持って。 
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（茂木部長） 

 被災地を実際に視察とかでよく行くじゃな

いですか。行ったところの実際被災したとこ

ろは女性の視点が大事だって、行くと必ず皆

さんおっしゃいますよね。だから、我々まだ

本当にそういう経験していないので、やっぱ

りそういった認識というのが薄いのかなとい

うのは当時感じたところです、私。 

（内藤委員） 

 差し当たり、女性の担い手が必要だと力説

している人の講演会をやるというために何か

聞き込んで足りていないみたいな話を積み上

げて啓発が必要だという。 

（石阪委員長） 

 そういうことですね。足りていないという

方がいらっしゃれば、そういう方にお越しを

いただいて。 

（内藤委員） 

 そうですね。 

（石阪委員長） 

 大丈夫だという方に来ていただくと。 

（内藤委員） 

 駄目です。 

（石阪委員長） 

 今までの傾向でいうと、それで終わってし

まう。 

（内藤委員） 

 今までみたいに、男女分けていますよねみ

たいな、男女共同参画できていませんよねと

いう切り口じゃなくて、防災・減災でいくん

ですよ。今回はみんなのために。 

（かねだ委員） 

 それがいいかもしれない。逆に町会の方も

受入れやすいかもしれない。 

（ぬかが委員） 

 ここの講座でも何回かやっていますよね。

結構私、大体防災の関係出ているんだけど、

すごくいいですよね。 

（石阪委員長） 

 そういう切り口だと和やかなんですね、だ

から。中身をみんなで防災…… 

（ぬかが委員） 

 グループワークしたりして、一緒に知らな

い人たちとグループワークでこうだよねなん

てやって。 

（石阪委員長） 

 結局、町会のトップに女性を据えるか据え

ないかという話になると、一転して話が暗礁

に乗り上げるというか、難しい。 

（内藤委員） 

 そこは、でも一足飛びにはなかなかいかな

いというか、それより担い手を増やしていく。 

（石阪委員長） 

 今のでも、避難所運営で結果的にはそこに

行き着くんですね。男性ばかりで役員の方が

いらっしゃって。 

（片野委員） 

 要するに避難所運営って町会の各部の代表

者が物資部とか何とかそういうところの部長

になっているんですよ。だから、どうしても

女性が入れなくて、女性は救護衛生みたいな

とこに入っていくんですね。だけど、今、区

は考えられて、防災士の女性を増やすことに

よって避難所のコアメンバーというか運営の

ところに防災士くっつくんですよ。そうする

と防災士が口出せるようになって、女性の防

災士が口出せるようになるんですね。 

（石阪委員長） 

 仕組みとしてはね。 

（片野委員） 

 それが今ちょっと変わっていて、防災士つ

くっている。私、今、足立防災リーダーの仕

事というか役割でやっているんですけど、や

っぱり女性のリーダーは必要だよねって必ず

おっしゃるんですよ。そうすると、具体的に

防災というのは、避難所運営とかは絶対男女
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共にやることなので一番分かりやすい。高齢

者の高齢の男性にとっても、そうだな、俺に

はできないなとかっておっしゃるんですよ。

だからそういった方面から、こちらのほうで

どうやったらいいのかということ。 

（石阪委員長） 

 なるほど。いわゆる町内会の組織とかには

ここが言及するんではなくて、あくまで女性

防災士を増やすとか、いわゆる助言者という

形で関わるような仕組みをつくるとか。 

（片野委員） 

 つくっていくという。 

（茂木部長） 

 片野さんの言うことを補足だけすると、こ

の間台風来たとき、足立区内３か所避難所開

いたんですよ。そのうちの花保中学校という

ところ、私、開いているときに地元の人と一

緒にちょっと手伝って見てきました。20人ぐ

らいいました。そのときには本部長、副本部

長、あと物資部とか施設管理部とか、そうい

った部が幾つかあるんです。私のそのときの

見た印象としては、女性も男性も半分ぐらい

ずついるんですが、どちらかというと物事を

決めたり進めているのは男性チームで、女性

の人たちは言われた、ちょっと下請的な印象

だったというのが正直なところですかね。片

野さんの主張を補足するとそんな印象でした

かね。 

（片野委員） 

 そこに女性の防災士がリーダーでいると言

えるんですよ。これ女性の意見が言えないけ

ど、防災士は言えるから、言ってそれをトッ

プに伝えるという。 

（石阪委員長） 

 そういうことか。どうぞ。 

（水野委員） 

 だから、例えば６番の地域における男女共

同参画の推進という施策で話し合うとしたら、

町会・自治会じゃなくて防災・減災という視

点になってしまうわけです。 

（かねだ委員） 

 ８番。どうしてもそっちで話し合うと。 

（石阪委員長） 

 ６でやると多分完全にこれ町会・自治会に

なるので、８で議論しましょうという、そう

いう提案ですね。 

（水野委員） 

 ８番の施策をということですね。 

（石阪委員長） 

 永田さん。 

（永田委員） 

 こちらの今日置いてある６年度実績のやつ

の４ページ、６年度実績の４ページのところ

に、右側のところ、８番のところで、区の女

性で資格を取得した女性の防災士数という短

期目標とかも書かれているんですけど、区で

こういった補助もあって、それが実際に増え

ているのかとかそういったところも知りたい

ですし、それが増えていくとさっき言ったよ

うに、口を出しやすくなったりとか、配置し

やすくなったりとかということがあると思う

ので、この辺もちょっと気になるところでは

あるんですけれども。 

（石阪委員長） 

 これ、でも数字的にはそんな増えていない

ですか。 

（茂木部長） 

 たしかここ数年で助成金みたいのを取ると

きにたしか６万円か７万円かするんですよね。 

（石阪委員長） 

 補助出して。 

（茂木部長） 

 避難所でやるというと全額出すということ

で、最近手厚く出しているので、もしかした

ら数字は昔よりか今のほうがいいかもしれな

いですね。 
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（石阪委員長） 

 でも11ページを見ると、47、54、64って右

肩上がりで。 

（茂木部長） 

 上がっていますか。 

（内藤委員） 

 11ページの１番はすごいすよね。 

（石阪委員長） 

 11ページの一番上ですね。防災士の数は増

えている。目標値をもう上回ってしまってい

るんですよね。 

（片野委員） 

 これは実際に避難所に関わる女性防災士の

数と一致しているかといったら、それはまた

クエスチョンなんです。なので、こちらの指

標のほうが私は数が知りたいなと思っていて、

女性防災士がいない避難所運営組織の割合っ

て書いてあるんです。助成しているんだった

ら本当はそれも右肩上がりで上がっていなき

ゃいけないんだけど、避難所運営会議とか出

ていると全然そうは思えない現実。 

（石阪委員長） 

 女性の防災士がいない避難所運営組織の割

合、これ令和６年だと63.7％で一応減っては

きているんで、ただ目標値からまだ遠いと。 

（片野委員） 

 だから、女性防災士だけ増やしても駄目な

現実がもう今見えてきたので、次の課題にい

ったって感じです。 

（石阪委員長） 

 ただ、ここで議論するとなると、そういっ

た男女の問題でもあるので、やっぱり女性の

防災士を増やすという。 

（片野委員） 

 増やすと、あと女性防災士のいない…… 

（石阪委員長） 

 避難所運営組織の割合を減らす。 

（片野委員） 

 割合を減らすということ。 

（石阪委員長） 

 それでは、笠井さん。 

（笠井委員） 

 実際の避難所運営委員でもあるし、自治会

の役員でもあるんですけど、実際は高齢化、

男性の、それで組織が女性にどんどんなって

いっているんです。実際うちの自治会も会長

は女性、ほかの役員のほとんど、男性は２人

だけであと以外は女性です。避難所運営とな

ってくると、比較的力仕事があったりって、

すごく説明しなきゃいけなかったりというの

があって、それは男である僕とかに任されて

いるんですけど、それ以外で避難所運営委員

の中で女性の割合というのは、何かあったと

きの介助だったり補助だったり、そちらの役

が多くて、施設をつくるとか、それはもうほ

とんど男任せみたいな形になっています。そ

れが女性を度外視しているというわけではな

く、自然にそっちは女性だよねみたいな、ア

ンコンシャス・バイアスじゃないですけど、

そっちのほうがいいんじゃないのみたいなふ

うにはなってはいます。でも、皆さん見渡す

と高齢者ばかりなので、比較的横から声を出

して補助しているのは女性で、そこに従って

いるのがお年寄りという、そんな雰囲気もあ

ります。 

（石阪委員長） 

 実態としてそういう感じなんですね。 

（笠井委員） 

 そうなんです。変わる時期なんじゃないで

しょうかね、これから女性が活躍する時期に

と思いますけどもね。 

（石阪委員長） 

 いろいろ情報提供いただきましたけれども、

これでいきますか、８番で、そしたら２つ目

は。あまり広くしないということを１つ原則

として、６番にすると結構話が大変になって
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くるので、あくまでこれ防災に関して、男女

共同参画の視点に立った防災・減災等の取組、

これで言うと８になります。これはヒアリン

グ聞き取りとなると、実際にどうでしょうか

ね、茂木部長。 

（茂木部長） 

 災害対策課か、あと防災戦略課って課が２

つあるんで、その辺で大体取材はできるかと

は思いますかね。 

（石阪委員長） 

 分かりました。そういった、まず区の方に

お越しいただいて、特に男女共同参画の視点

に立ったというところ、こちらを強調してお

話を伺ってみたいということです。 

 あとは実際に、この中にも笠井さんみたい

に実際現場で活躍されている方もいらっしゃ

るので、そういった方々から課題みたいなも

のも出していただく。最終的には区長のほう

に提言を出します。やっぱり足立区として変

えなければいけないところや不足していると

ころ、こういったところを皆さんからまたご

議論いただいて意見を集約していくと、こん

な形で進めていきたいと思います。 

 ８は比較的目的がしっかりしているのでい

いんですけど、１つ目のほうですね、これは

かなり困難を抱えた女性の幅広い支援プラス

虐待であったりＤＶ、これをどうやって防ぐ

か、子どもを守るか、こういった視点も入っ

てくるので、これ１回で終わるかどうか分か

らないので複数回ひょっとするとヒアリング

や、場合によっては議論が時間が必要かもし

れません。これまた担当課のほうと調整をし

て、どんな方にお越しをいただくか、どんな

ところと実際議論していくかと、この辺りは

詰めていきたいと思っています。 

 それでは今年度のテーマですが、今お伝え

したその２つのテーマということでよろしい

でしょうか。ほかにもいろいろ意見出ました

けれども、比較的皆さんのご意見を集約する

とこの辺りに集約できるのかなと。 

 それでは何かありますか。大丈夫ですか、

この２つ、非常に大きなテーマでありますけ

れども。 

 それでは、令和８年度の検討事項ですけれ

ども、この２つということにさせていただき

ます。 

 

７ 令和８年度委託講座について 

（石阪委員長） 

 それでは、続いては委託講座ですかね。委

託講座ですが、こちらのほう、まずは説明を

お願いします。 

（原田課長） 

 令和８年度の委託講座についてでございま

す。足立区では、男女共同参画の行動計画に

即した内容で年間20本の講座を委託で実施し

ているところです。 

 本日お配りしたチラシ、４枚お配りいたし

ましたけれども、こちらも全て委託のものに

なっております。委託の事業者なんですけれ

ども、こちら公募型プロポーザル方式で決定

しまして、最大で３年間の契約となっており

ます。契約の更新につきまして、こちらの推

進委員会のほうで講座の評価をしていただき

まして、次年度の更新可否についてご判断い

ただきます。 

 今年度につきましては、新たな委託事業者

さんと契約いたしまして１年目の年となって

おります。前回の委託の事業者さんが法令遵

守の面で課題がありまして、２年間で委託事

業は終了したということになりまして、今年

度新しく契約を交わした業者にはなるんです

けれども、現在のところは法令遵守をした講

座の実施に努めていただいておりますし、現

在行っている講座も比較的申込みも良好な状

況で続いておりまして、責任を持ってやって
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いただいているかなというところでございま

す。 

 また資料をお配りさせていただきましたけ

ど、８年度委託講座の一覧をお配りさせてい

ただいております。今年度どのような講座が

行われるかというところの参考にしていただ

ければと思います。 

 委託講座につきましては以上でございます。 

（石阪委員長） 

 今、課長からもお話ありましたとおり、今

年度から業者が変更されたということもあり

ます。ですので、例えばチラシのテイストも

少し変わったんじゃないかなと思いますし、

それから講座の内容、これも業者が替わった

ということもありますので、かなりリニュー

アルされてきたという面もありますが、こち

らについては委託講座、これ今年度開講する

のが今、お手元の資料７にありますけれども、

前半と後半とに分けて、委員の皆様にその審

査をしていただくという形になっています、

この委員会のほうでですね。委託講座の評価

をしていただくに当たって、昨年度までは２

つのグループに分けて、前半と後半とでどち

らかの講座の評価に関わっていただくという

ことにしていましたけれども、これ自由に年

度によって変えられるんですが、今年度はど

うしましょうかという話なんですが、まず昨

年と同じような形でよろしいですか。まず皆

さんに関わっていただきたいと思いはあるん

ですけれど、全員だとなかなか難しいという

ことで、前半と後半と。それでは今年度も昨

年同様、前半の評価と後半の評価、これ分け

させていただきます。 

 お手元に、これ終わってからで構わないん

ですが、この委託講座評価の小委員会で氏名

とそれから日付が書いたものがありますけれ

ど、出れる日にちですね。ただちょっと問題

なのは両方バツつくと出れなくなってしまう

んですけれど、どちらかに丸もしくは両方と

も丸にしていただいて、帰り際に事務局の方

に提出をいただいて、こちらのほうで２分の

１に分けて調整をさせていただきたいと思い

ます。どちらかに参加をいただきたい。です

ので前半の評価については10月26日、後半に

ついては３月17ということになります。 

 そして20個の評価があるわけですけれど、

皆様からもしあれば、新しく変わった、こう

いった講座が行われることに対して何かご意

見、ご質問あれば。 

（永田委員） 

 委託講座の一覧見て、10番と11番のところ

開催予定日が逆転しているんですが、これは

特に変えなくても大丈夫なんですか。要は26

にやるに際して、10回分どこまでやるかとか

で関わってくる気はするんです、前半の10回。

たまたま入れ替わっちゃったんじゃないかな

と思うんですけど。 

（藤原主査） 

 こちらは連続講座が11番12番になりまして、

連続講座を一緒に表示しているので、10番と

11番で日にちが前後しています。 

（永田委員） 

 分かりました。ありがとうございます。 

（石阪委員長） 

 ほか何かご意見、ご質問あれば、いかがで

しょうか。 

（内藤委員） 

 この一覧ではないんですけど、さっき法令

遵守の点で問題があったという話があったん

ですけど、その話ありましたっけ。 

（石阪委員長） 

 ありました。 

（内藤委員） 

 そこまで。すみません、聞き逃していて。 

（石阪委員長） 

 法令遵守というのは、本来例えば資料とか
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を提供する場合、著作権が要るんですけど、

その業者さんは結構そのまま上げてしまった

というのかな、許可を取らずにいろいろ資料

を勝手に使ったりとかをいろいろされていた

ということなので。 

（内藤委員） 

 チラシですか。 

（石阪委員長） 

 チラシじゃなくて講演の。 

（茂木部長） 

 そうですね。講演して資料でよく出典どこ

どことかって書くじゃないですかね。一部著

作権が引っかかるものでちゃんと確認してほ

しいときに、ちゃんと確認してくれなかった

り、こんなの普通グレーでもやっちゃうんだ

よぐらいの感じだったんで、うちとしてはそ

こがいただけなかったというところでした。 

（内藤委員） 

 講師側の資料がということですか。 

（茂木部長） 

 そうです。 

（内藤委員） 

 それのチェックが甘かった。 

（茂木部長） 

 そういうことです。 

（石阪委員長） 

 例えば出典先を書くとか、常識的なことを

なかなかこちらが要求しても、いいんじゃな

いかというような。 

（内藤委員） 

 どこかにホームページとかにアップしてい

たということではないんですね。そこの講演

の中で。 

（茂木部長） 

 そういうことです。 

（内藤委員） 

 了解です。 

（石阪委員長） 

 いろいろ、それ以外にも多分事務局とのや

り取りで不都合があったというところも背景

にはあると思うんですけど。 

（内藤委員） 

 了解です。 

（石阪委員長） 

 これは実際に委託講座の団体については、

ちゃんとプロポーザルですか、を経て承認さ

れて、もう今始まっているんですね、具体的

にという状況です。 

（秋山委員） 

 質問や意見とかではなくて委託講座一覧、

今年すごく去年言っていたことが反映されて

いるなという気がして感謝をお伝えしたくて。

まず、男性向けの講座がすごい多いなと思っ

たし、あとジェーン・スーさんという有名人

の方の講演会もやってすごいキャッチーだし、

あと日付も土日とか、あとオンラインの人数

も多かったりして、すごいたくさんの方にこ

の講座の情報が届いたらいいなと思いました。 

（石阪委員長） 

 ジェーン・スーさんは460ですから、今まで

一番多いぐらいかもしれません。大体この講

座ってやっぱり30人とか20人が多かった。 

（秋山委員） 

 お礼です。ありがとうございます。 

（石阪委員長） 

 評価の際には、実際にこの団体の方もいら

っしゃるので、そういったことをもし評価の

ときにお伝えいただけると多分喜ぶんじゃな

いかなと思います。ただ、恐らくやっていて

また課題も出てくると思いますので、その点

については評価の際に、例えばこうこういう

ことを是正してほしいとか、こういったこと

やったらどうかというご提案もいただければ

と思います。 

 私も見て変わりましたね、かなり。こうい

った400人を超えるような企画をやってみたり
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とか、様々工夫が見られます。今のところ特

に事務局としてはやり取りしていて。 

（渡辺係長） 

 問題ございません。 

（舘山委員） 

 これの参加の日程はいつ決まるんでしょう

か。それによって、今、丸してもというとこ

ろがあったので。 

（石阪委員長） 

 一応これ日程を決めるのはいつでしょう。 

（渡辺係長） 

 次回ではいかがでしょうか。 

（石阪委員長） 

 第２回のときに前半組と後半組とで。 

（舘山委員） 

 そのときには分かる。 

（渡辺係長） 

 ８月31日。 

（舘山委員） 

 であれば大丈夫です。 

（石阪委員長） 

 もちろん当然ですけど変更も可能ですので、

行けなくなったとか。 

（舘山委員） 

 大丈夫です。 

（石阪委員長） 

 よろしいですかね、この講座についてはね。 

 それでは、帰り際にこちらのほうの丸の紙

ですね、こちらのほうを提出いただければと

思います。 

 

８ 令和８年度男女共同参画推進委員会開

催日程について 

（石阪委員長） 

 それでは、８番、令和８年度男女共同参画

推進委員会開催日程についてですが、事務局

のほう。 

（原田課長） 

 委員会の開催日程、次回の日程についてで

す。今年度の会議全６回を予定しております。

開催通知また都度メールにてお送りさせてい

ただきたいと思うんですけれども、事前に日

程のご確認をお願いいたします。次回は、今

申し上げたように８月31日の午後２時からに

なりまして、本日と同じ会場で開催したいと

思っております。 

 以上でございます。 

（内藤委員） 

 講座評価について、以前上がっていた３月

29日候補日はなくなった。 

（石阪委員長） 

 資料８のところにこれからの日程が書かれ

ていますが、月曜日、水曜日という形で第６

回、そして後半の講座評価だけ委員会とは別

に来ていただくようなイメージになりますけ

れども、それを合わせると、委員会開催７回

ということになります。 

 私もいろいろなところで男女共同参画の委

員やっていますけれども、足立区はいつも６

回とか７回、普通にありますけれど、ほかは

大体１回か２回ですね。報告して終わりとか。

ここすごく盛り上がる委員会で、ずっとこれ

で通常やっているというのはなかなか珍しい

と思いますし、逆に言えば、足立区がそれだ

けこの問題について皆さん熱心ということで

もありますので、すばらしいことだと思いま

す。 

 次回はまた暑い中でご足労いただきますけ

れども、８月31日ご参集いただければと思い

ます。ありがとうございました。 

 

９ その他 

（石阪委員長） 

 それでは、その他になります、９番目です

が、何か皆さんからの特に情報の共有であっ

たりとか、何かお伝えすることあれば、いか
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がでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 

10 事務連絡 

（石阪委員長） 

 それでは、最後事務連絡になりますけれど

も、お願いいたします。 

（藤原主査） 

 最後に事務局のほうから２点ご案内がござ

います。 

 １点目、皆様の机の上にお配りしました青

いファイルの中に口座振替依頼書が入ってお

ります。こちらの記載内容をご確認いただき

まして、本日の日付をご記入ください。また

変更等ございましたらお声がけいただければ

と思います。今年度、新規の水野委員につき

ましては、お手数ですが、日付と、住所、氏

名、口座情報をご記入いただければと思って

おります。ご記入いただきましたら委員会終

了後、クリアファイルに入れた状態で事務局

のほうまでご提出をお願いいたします。 

 ２点目になります。今後のイベントの講座

についてです。資料の中にチラシを４枚入れ

させていただきました。 

 上から順に、７月27日月曜日のオンライン

セミナー、ハラスメントを「しない」「させ

ない」「見逃さない」～選ばれる職場になる

ためのリスクマネジメント～。 

 ８月11日実施の、ボクらの「言えない本

音」を解きほぐす。 

 ８月19日実施の、私の中の「普通」をアッ

プデート。 

 最後に９月12日実施の、ジェーン・スーさ

んの講演会の「私の居場所の見つけ方」の４

枚入れさせてもらっています。 

 前３つの講座につきましては、現在申込受

付中となりますので、ご参加いただける委員

がいらっしゃいましたら、事務局までお声が

けいただくか、後日チラシの記載の方法でお

申し込みいただけますので、よろしくお願い

いたします。 

 ジェーン・スーさんの講演会につきまして

は７月27日から申込みとなりますので、申込

開始日からチラシに記載の方法でお申し込み

いただきますようお願いいたします。 

 私からは以上になります。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 ジェン・スーさんは埋まりそうですかね。 

（常葉係長） 

 新宿だと1,400とかそれぐらい申込みが来た

ということなので、かなり人気のある方です。 

（石阪委員長） 

 僕もかなり急いで申し込まないと埋まって

しまう可能性があるので。 

（常葉係長） 

 こちらは抽選となっております。 

（石阪委員長） 

 そうなんですか、これ抽選。 

（常葉係長） 

 かなり来るということが想定されるので、

こちらは完全抽選でさせていただくという形

になっております。 

（石阪委員長） 

 例えば２席とか３席という申込みはできな

い。 

（常葉係長） 

 ２人まで同席者と一緒に申し込むことはで

きます。 

（石阪委員長） 

 そういうことですから、今年度こういう形

で大型のイベントが１つありますので、どう

なるかというのは足立区としても、動向注目

されますね。 

 それでは委員の皆さんからもし何もなけれ

ば、以上で本日の委員会終了とさせていただ

きます。 



29 

 長時間にわたってどうもありがとうござい

ました。 

 

 


